
 

５・６年生   実践事例   

「環境にやさしい交通機関の使い方を考えよう！」 

 

指導目標 ◎資料をもとに地球温暖化が自分たちの生活にも関係していることを理解し、自分た

ちにできることは何か考えようとすることができる。 

◎車から出るＣＯ２を減らすために、家族に協力してもらえる方法を考え、調べる意

欲をもつ。 

◎調査結果をもとに、自分たちの交通の利用方法についての課題をとらえ、今後の自

分ができることについて考える。 

◎市の環境にやさしい交通政策についての理解を深める。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

車をかしこく使うことは、温室効果ガスの排出削減に大きく作用するが、子どもが自

分でできるエコ活動と違い、家族の協力が不可欠である。家族への意識調査を行い、

市の環境にやさしいまちづくりの一環としての公共交通政策を関連付けて学ぶこと

で、環境にやさしい交通機関の使い方を学ぶことができる。 

対象学年 ５・６年生   

対応教科 総合的な学習の時間 

標準校時 ２コマ   

学習構成  

１．地球温暖化と自分たちの生活 

２．車からのＣＯ２を減らすためにできることは何だろう 

３．ＣＯ２を減らすためのアンケート 

・地球温暖化のしくみを確認し、市内でも地球温暖化の影響があることを

確かめる。 

・市全体のＣＯ２排出量の変化や各家庭で出ているＣＯ２について調べ、車

の排出量が全体の１／４を占めていることを知る。 

・ 

・車から出るＣＯ２を減らすために家庭でできそうなことを考える。 

・家族に協力してもらえそうなことをたくさん考え、ワークシートに書き

込む。 

・ワークシートに書き込んだ車から出るＣＯ２を減らすためにできそうな

ことについて、家族にアンケートを行う（宿題）。 

・アンケート結果を報告し、「できないこと」やその理由に注目すること

で、車に依存している生活への気づきを深める。 

４．環境にやさしいまちづくりの取り組み 

・交通機関ごとのＣＯ２を調べ、市の環境にやさしいまちづくりの取組を

知ることで、車のかしこい使い方について考える。 
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■本時で活用する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

■ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：富山市のりもの語り教育 




